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　エジプトとエチオピアとの「水
戦争」が再燃している。世界最長
のナイル川を巡り、上流国エチオ
ピアが建設しているアフリカ最大
の巨大ダムが完成し貯水を始める
構えだ。仮に、このダムが貯水を
始めるとナイル川の水位が大きく
下がり、流域諸国から経済に大き
な影響を与えると「不安と怒り」
が寄せられている。ひときわ激し
い怒りはエジプトである。長年に
わたる水利権の交渉が紛糾し、エ
ジプトは20年６月19日、国連安全
保障理事会に介入を要請するなど、
国際河川の水利権を巡る争いに緊
張が高まっている。
　2013年当時、エジプトのムハン
マド・ムルシ大統領は国民に向け
たテレビ演説で「我が国はエチオ
ピアとの戦争は望んでいない、し
かしエジプト文明と国家を支えて
きたナイル川の水量が減少するこ
とは絶対に受け入れられない。我々
にはあらゆる選択肢の可能性があ
る」と軍事行動をも示唆する強い
調子で訴えた。
　ナイル川はエジプトの水需要の
約97％を賄っているだけではな
く、流域10ヵ国にとり「水と電力
を供給する生命線」にもなってい
る。「水無くして、国家無し」の概
念は国際河川を持たない日本人に
は馴染みがないが、今や世界の常

識である。

1．ナイル川上流の巨大ダム

　ナイル川はアフリカ大陸東北部
の10ヵ国を流域に持つ世界最長級
の 国 際河川であり、長さは
6650km、流域面積287万km2に及
び最後は地中海に注いでいる。流
域国は下流から、エジプト、スー
ダン、エリトリア、エチオピア、
ウガンダ、ケニア、タンザニア、
コンゴ、ルワンダ、ブルンジであ
るが、ナイル川の源流はどこか、
未だに論争が続いている。一般的
にはタンザニア、ケニア、ウガン
ダ３ヵ国にまたがるビクトリア湖
（面積６万8800km2、アフリカ最大
で世界第３位の大きさ）とされて
いるが、実はビクトリア湖に流れ
込んでいる最大河川はルワンダを
源流としている。そのルワンダも
上流国のブルンジと源流争いをし
ている、なぜなら彼らの国境線の
一部は河川の中心線である。大ナ
イル川は白ナイルと青ナイルで構
成されており、エチオピアは「ナ
イル川のほとんどの水量を支えて
いるのは青ナイルで、その源流は
我が国のタナ湖（面積3000km2、
海抜1800m）である」と主張して
いる。
◦�大エチオピア・ルネッサンス・ダム
　建設中の巨大ダムは、「大エチオ

ピア・ルネサンス・ダム」（Grand	
Ethiopian	Renaissance	Dam）で
ある。スーダンとの国境に近いエ
チオピア西部で2011年に建設が始
まった。総工費約33億ユーロ（約
4300億円）、堤高155m、堤全長約
1.8km、総貯水可能量約740億m3、
計画発電総量6450MW（フランシ
ス型水車：375MWx16基、アップ
グレード）で22年からの本格的な
稼働を目標としている。このダム
はアフリカ最大のダムだけではな
く、世界でも７番目の巨大水力発
電所となる。
　エチオピアの全国電化率は約
30％（2019年、世銀調べ）であ
り、このダムが発電を開始すると、
今まで乾季には毎日続く停電が解
消され、国民生活の改善はもちろ
んのこと、同国の経済発展の礎に
なるのだ。大規模ダムによる発電
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▲ナイル川流域図
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力の強化は国家の主権であり、「我
が国の主権を侵し、水利権をエチ
オピアに認めない要求は絶対に受
け入れられない」との立場だ。つ
まり人口１億人（2018年、世銀調
べ）を超えたエチオピアにとり「豊
富な水資源の確保は、国家の命運
をかけた命の水」なのである。

2．�ナイル川を巡る水利権協定
の歴史

　1929年、英国の統治下にあった
エジプトとスーダンとの間だけで、
盟主英国の指導で「ナイル協定」
が結ばれた。この協定はナイル川
の総水量のうち、65％がエジプト、
22％がスーダン、残りの13％は要
求があれば、その他７ヵ国により
分割取水されるという内容である。
さらに30年後の1959年、エジプト
とスーダンとの２国間で、エジプ
トが総流量の75％（555億m3/年）、
スーダンが25％（185億m3/年）の
再配分協定を締結している（参考：

さらに「上流国の水資源開発には
下流国の同意が必要」とする、い
わゆる「下流の論理」を自国の主
張論拠としてきた。
　しかし上流国は、逆に「上流の
論理」を主張、「上流国の水資源開
発は下流国から制約をまったく受
けない」とし、常に対立が続いて
いるのが現状だ。また隣国間の取
り決めも常に疑ってかからなけれ
ばならない。エチオピアが巨大ダ
ムの構想を発表した時は、エジプ
トはスーダンと組み、両国で絶対
反対を唱えていたが、突然スーダ
ンはエジプトに反旗を翻し、今度
はエチオピア側についた。スーダ
ンは巨大ダムが完成したら、その
発電量の一部を貰い受ける密約が
成立したとの観測がささやかれて
いるが、真偽のほどは不明である。

さいごに

　歴史家ヘロドトスは「エジプト
はナイルの賜物（たまもの）」と述
べ、ナイル川とともに発展してき
たエジプト。そのエジプトの総人
口は20年２月に１億人を突破し、
人口大国の一員となった。しかし
同時に人口の激増による貧困の拡
大、失業者の増加、食糧不足、社
会インフラの未整備に直面してい
る。ナイル川の水を止められるこ
とは国家の死を導くことになる。
急転直下、20年６月26日エジプト
の大統領府は「エチオピア政府が、
ダムへの注水を延期することで
３ヵ国が合意した、これから技術
委員会で具体的な合意内容を目指
す」と文章で発表したが、過去の
90年間の交渉の歴史をみても、完
全合意と履行は難しいと思われる。
2015年にも３ヵ国で合意されたが
不履行であった。国際河川の水利
権問題は、人間が生きている限り
永遠に続く課題である。

本紙1852号・連載第29回に詳述）。

3．水戦争の解決手段は

　ナイル川紛争の特徴は、水需要
が下流国（エジプト、スーダン）
に集中しており、上流国である水
源地域の水需要が極端に少ないこ
とである。特に最下流のエジプト
は、国内水需要の97％をナイル川
に依存している。本来の農業用水
に加えて近年GDP成長率が４％を
超え、しかもカイロ大首都圏人口
が2200万人（この10年間で倍増）
を数え、新たな街づくりが急ピッ
チで進められている。同国の経済
発展を支えるナイル川の水資源確
保は国家の命題なのだ。仮にナイ
ル川の水が２％減るだけで、農民
100万人が職を失うという試算も
出ている。
　当初は上流国スーダンと下流国
エジプトの水利権争いだった。エ
ジプトは先に述べたように歴史上
の優位性と国際条約締結の事実、

▲ダムの完成予想図
　	（出所：Salini	Impregilo	S.p.A.）

◀建設中のダム（2019年12月）
　（出所：BBC.com）


